
少量危険物屋外タンクの固定方法
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ボルト締

固定例 1(指定数量の 2分の 1未満の独立タンク)

コイル巻、又はフレキシブル継手等を使用

可燃物又は窓等の開口部の

ある場合は lm以上離す
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被覆銅管又は腐食防止措置を講じた金属管

埋設配管の連結部がねじ接続による場合は、ふた

のあるコンクリート造りの箱に納めること
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固定例 2(指定数量の 2分の 1以上のタンク及びタンク群 )

砂利は深 さ 50c m以
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30c m以上
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コンクリー ト 10c m以

鉄筋       浴接

鉄製アングル



固定例 3(鋼板型流出防止設備 )
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脚部ボル ト締 (溶接 )

月却音5ガ ルヾ ト編浄 α容オ妾)

150c m以上

タンク容量又はタンクの形状により、

必要に応じてアングルで補強する


